
（１）　歴史、民俗、自然科学等に関する資料収集、保管、展示、調査研究等の事業

ア　受託事業

1 常設展示の充実

 (1) 展示替え

 (2) 体験学習室資料修繕・クリーニング

2 特別展示の開催

 (1) 企画展

 第69回企画展「魅力的な八本脚の生きもの　クモ」(生物)

会　期： 平成30年6月2日(土)～ 8月19日(日)

 (2) テーマ展

ア「祈りにみる動物たち」(民俗)

会　期：平成30年9月22日(土)～ 11月25日(日)

イ「新収蔵資料展-2013～2017年度新コレクション-」（共通）

会　期：平成30年12月15日(土)～平成31年2月24日(日)

ウ「岩手の往来～道路のいま・むかし～」(歴史)

会　期：平成31年3月16日(土)～ 5月6日(日)

 (3) 地域展

「未来への約束-語りはじめた気仙のたからもの-」（共通）

会　期： 平成30年4月3日(火)～ 5月6日(日)

3 展示解説会

 (1) 常設展示

 (2) 企 画 展「魅力的な八本脚の生きもの　クモ」

 (3) テーマ展「祈りにみる動物たち」

 (4) テーマ展「新収蔵資料展-2013～2017年度新ｺﾚｸｼｮﾝ-」

 (5) テーマ展「岩手の往来～未来への道しるべ～」

 (6) 地域展「未来への約束-語りはじめた気仙のたからもの- 　参加者数 19人

4 特別展示準備調査

 (1) 企画展 平成31年度～平成32年度分　　

 (2) テーマ展 平成31年度分　

5 解説員研修

  展示解説研修（常設展示及び特別展等企画展示）

入館者数 10,249人

入館者数 13,509人

入館者数 7,743人

入館者数 7,225人

毎日　　　　

３　博物館事業

事業名

展示事業

主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容

参加者数　113人

参加者数　34人

参加者数　20人

　参加者数　 7人



事業名 主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容

1 講演会、講習会、観察会等の開催

 (1) 講演会等

ア 文化講演会 11月 3日(土・祝)

イ 企画展特別講演会 6月24日（日）

 (2) 観察会等

ア 第75回地質観察会(岩泉町)  7月１日（日）

イ 第76回地質観察会(雫石町) 10月14日（日）

ウ 第75回自然観察会(盛岡市)　  7月１日（日）

エ 第76回自然観察会(大迫町)  9月30日（日）

オ 県博バックヤードツアー  5月20日（日）

(国際博物館の日関連行事)   

 (3) 講  座

ア 県博日曜講座  4月～3月(第2･第4日曜日:23回)

23回実施

イ 古文書入門講座 6月（6回）

ウ 考古学セミナー　　

○講演会 9月15日（土）

○現地見学会　 9月22日（土） （奥州市、金ケ崎町）中止

 (4) 専門講習

文化財取扱講習会　開催時期：平成31年1月30日（水）～2月1日（金）

 (5) 県博出前講座  随 時 23回実施

2 学校教育との連携事業

 (1) 教材用資料貸出  随 時

 (2) 学校週５日制対応事業

ア ミュージアムシアター  　4月～3月(第1土曜日:11回)

11回実施

イ チャレンジ！はくぶつかん　

 4月～3月(第2、第3土曜日と連続する日曜日及び祝日54回)

 (続く月曜日が開館日の場合は月曜日まで)

54回実施

3 体験教室

 (1) たいけん教室～みんなでためそう～  4月～3月（毎週日曜日：49日）

52回実施

 (2) 冬のワクワク！ワークショップ 冬期

4 学芸員資格取得希望者に対する博物館実習指導 8月(7日間)

1 調査研究テーマの概要

　(1) 地  質 「北上山地における地質学的資料に関する基礎的研究」ほか

　(2) 生  物 「岩手県産の鳥相に関する研究」ほか

　(3) 考  古 「岩手県における埋蔵文化財保護、研究の歩み」ほか

　(4) 歴  史 「藩政期の美術工芸の研究」ほか

　(5) 民  俗 「岩手の民具一般に関する研究」ほか

　(6) 文化財科学 「省エネを意識した文化財の湿度環境保全方法の開発」ほか

調査研究
活動事業

参加者数 　21人

参加者数　2,122人

参加者数　　50人

参加者数　996人

参加者数　　37人

台風ため中止

参加者数　265人

参加者数 2,426人

参加者数 　9人

参加者数  67人

参加者数 　37人

参加者数 12名

教 育 普 及
事 業

参加者数　 28人

参加者数  49人

参加者数 　19人

参加者数  1,132人



事業名 主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容

2 調査研究用資料用具の製作及び借上

　(1) 地　質　 岩石鉱物薄片製作

　(2) 文化財科学 高精度温湿度記録計借上

　(3) 共　通 収蔵資料データ公開システム借上

3 調査研究活動の外部からの支援

 (1) 生  物 植物等標本同定

 (2) 文化財科学 石質系文化財等、Ｘ線構造解析

4 定期刊行物の購入

 定期刊行物 和雑誌

5 調査研究印刷物の刊行

 (1)「岩手県立博物館研究報告第36号」 PDFデータ発行

 (2)「岩手県立博物館調査研究報告書第34冊」 PDFデータ発行

6 館内調査研究報告会

 個別調査研究報告

7 学会・研究会・他機関での発表

 (1) 口頭発表

 (2) 論文・報文

8 研究協力員委嘱

9 研究助成申請

1 レプリカ等資料製作 

歴　　史 交通関連模型（興部沢橋模型）の作製

歴　　史 稚児鎧複製の作製

生　　物 鳥類剥製標本の作製

2 資料の保管・管理

 (1) 館内燻蒸   9月１日(土)～10日(月)

 (2) 滅菌機による燻蒸

 (3) 科学分析調査・保存処理（館蔵資料関係）

 (4) 関連委託事業及び用品等の整備

ア 地  質　 岩石標本収納木箱製作

イ 歴  史 古美術資料表装・修復

ウ 民  俗 中性紙保存箱等製作

エ 文化財科学 文化財機器等修繕及び保守点検委託、業務環境調査委託、

使用済薬品処理委託

オ 共  通　 マイクロリーダープリンタ保守点検

3 館蔵資料の貸出

1 総括出版広報（出版）

(1) 平成29年度博物館年報

総 務 企 画
調 整

資料収集
保管事業

3月4日（月）

調査研究
活動事業



事業名 主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容

 7月発行 当館ＨＰでＰＤＦ公開

(2) 博物館だより（No.157～160）

年 4回発行（6月、9月、12月、3月) 発行部数 各3,000部

(3) 行事案内リーフレット 

年 2回発行（8月、3月) 発行部数 各26,000部

(4) 子ども向け教育普及事業案内

年 1回発行 発行部数 30,000部

2 総括出版広報（広報）

博物館ホームページの運営

3 情報機器管理

個別情報機器による業務の効率化、及びセキュリティ対策

4 外部連携

5 職員専門研修

　科学系博物館情報ネットワークシステム（国立科学博物館運営）上の自然史標
本情報検索システムに参加し、当館で所蔵する生物標本の一部についてその情報
を提供するための、データ整形・整理。

自 然 史 標
本 情 報
デ ー タ 整
備 事 業

三 陸 防 災
復興関連ｲ
ﾍ ﾞ ﾝ ﾄ巡回
展 事 業

　三陸防災復興プロジェクト2019実行委員会から委託を受け、三陸防災復興プロ
ジェクト2019　三陸ジオパークワクワクフェスタにかかる国立博物館との協働展
示を実施するため、事前調査等を実施。

　奥州藤原氏及びその前史である安倍氏に関する遺跡・伝承地･文献等の調査

1 東日本大震災で被災し陸前高田市から救出された紙を素材とする資料、民俗資
料、土製文化財、自然史標本について、陸前高田市教育委員会から委託を受け、
再生のための処理を施す。津波で被災した資料の再生方法が国際的にみても未確
立であるという現状を踏まえ、東京国立博物館、東京文化財研究所、女子美術大
学をはじめとする国内の大学、研究機関と連携し、新しい処理方法の構築を図り
ながら、被災資料の再生を確実に進め、被災地における文化活動の復興を支援。

科学分析
保存処理
受託事業

3 館内燻蒸に合わせて県内市町村及び博物館等からの依頼を受け、文化財等資料
の生物学的劣化防除処理の実施。

　契約額　116,785,611円　契約処理点数　15,142点　　　　処理点数　15,142点

総 務 企 画
調 整

日本博物館協会、岩手県博物館等連絡協議会等での情報収集及び情報交換

前平泉文
化関連遺
跡調査事

業

　契約額　173,968円  　契約処理点数　54点　     　        処理点数　54点

文化庁、日本博物館協会、国立文化財機構等の研修会、各種学会等への参加

2 公共団体等からの依頼による埋蔵文化財等の材質や製法に関する科学的調査を
行い、古代文化の解明と資料の恒久的保存処理の実施。
　契約額　1,042,374円   　契約処理点数　95点　　　　処理点数　95点



 イ 博物館に親しむ事業（自主事業）

開催時期： 10月7日（日）

対象者：小学生以下

開催時期：12月～2月

頒布図録名 ・企画展「魅力的な八本脚の生きもの　クモ」

　事業団が運営する4事業所等が一体となり、合同展示や美術館学芸員講座、

コンサート等を実施。

　開催時期:11月22日（木）～24日（土）

　会　　場:陸前高田市コミュニティホール
　

（２） 実行委員会事業 

事業名 主　 な 　事　 業　 の 　内 　容

博物館ま
つり事業

　まが玉や化石のレプリカなどの製作、昔遊びの体験などを実施。

参加者数　2,079人

冬の写生
会

　博物館グランドホールからの岩手山眺望やマメンキサウルス骨格標本等の博物
館のシンボル展示資料を写生し、子どもたちが、博物館に更に親しみを持つ機会
を提供。

図録等頒
布サービ
ス事業

ほか

岩手
デジタル
ミュージ
アム構築
事業

事業名

　文化庁『地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業』補助金によ
り、岩手県の歴史を知るうえでの重要な文化財のデータベースをMLA連携により
構築し、その一部は文部科学省指導要領に照らして教材化。
　※MLA連携…・ミュージアム（Museum）・図書館（Library）・文書館
（Archives）の連携      ・平成30年度補助金額　19,321,061円

　   　参加者数　36人

ヒスト
リック
カー＆ク
ラシック
カーミー
ティング
in博物館

　自動車生産工場を擁する岩手県において、自動車文化に対する県民の理解促進
を目指し、また、幅広い世代の来館を促すため、博物館としての機能を生かした
ヒストリックカーミーティングを開催。

　対象：原則として平成29年度に実施したプレミーティング応募受付者。
　開催時期：10月21日（日）　　        　　　　　　　 参加者数　579人

　博物館ミュージアムショップにおいて館刊行図録類及び博物館関連グッズ類の
頒布を行い、館活動の内容を広く周知するとともに、観覧者をはじめとする利用
者サービスの充実を図った。

主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容

ミュージア
ムコンサー
ト

　「幅広い交流による知的活動への寄与と新たな地域文化の創造」と謳う使命書
に従い、生涯学習を推進するうえで音楽を通じて多様な文化活動を提供し、博物
館活動を盛り上げた。
　 開催時期：12月24日（月・祝）                　　　  参加者数　152人

ゴールデン
ウイークス
ペシャル

　ゴールデンウイーク期間中に幼児から一般を対象として、グランドホールにお
いて、鉄道模型の展示・走行や、芝生広場におけるミニＳＬの走行させるスペ
シャルイベントを実施。
　　開催時期：5月4日（金）～6日（日）　 ミニＳＬ   参加者数　　1,466人

ナイト
ミュージア
ム

事業団
プレゼン
ツ
(移動展)

参加者数　　476人

　夏休み期間中に小中学生を対象として、普段見ることができない夜の博物館の
魅力をしってもらうための期間限定の特別イベントを実施。
　 対 象 者：小中学生
　 開催時期：8月10日(金）・11日（土）        　　　　参加者数　 57人



（３） 指定管理事業

1　臨時開館日 5月1日（火）、7月30日(月)、8月6日(月)、8月13日(月)
2 開館時間の延長
3　入館料無料の日
（1）国際博物館の日  5月18日(金) 対象：全員
（2）敬老の日  9月18日(火・祝) 対象：65歳以上

（3）文化の日 11月 3日(土・祝) 対象：全員

円 （前年度実績 6,494,930円）
【参考：入館者数】　

2,987

497

2月

2,877

2,429

448

1月

3,484

303 341 -1,348

2,398 6,556

事業名 主  　な 　 事　  業　  の　  内  　容

指 定 管 理
事 業

　入館料の徴収や博物館の施設・設備等の適正な管理を行うとともに、教育部門
と連携、協力し、利用者ニーズに応える管理運営を実施。

8月6日（月）～8月19日（日）

4　入館料 5,892,760

10月

30年度 2,773 6,817 3,044 4,727

年　度 4月

5,208

6,288

9月5月 6月 7月 8月

6,591 2,739

-711 -350

29年度 4,452 7,129 3,755 5,077

2,440

年　度 11月 12月

増　減 -1,679 -312

30年度 3,492

増　減 321 -193

29年度 3,171 2,633

合　計

47,883

50,319

-2,436

3月

3,691

3,444

247
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